
やまぐち子育て福祉総合センター実績報告

専門研修「０･1・２歳児の保育と発達」～主体的な生活、手ごたえのある活動～
日 時・・・２月１３日（土）14:00～16:00
場 所・・・山口市立山口保育園 2階遊戯室
講 師・・・大阪大谷大学 教授 長瀬美子先生

参加人数・・・94名

内容

はじめに

「発達を学ぶ」ということ

各年齢の特性を理解することで

今を大事にしながら見通しを持った保育ができる

あせらず手間と時間をかけて大切にしたいことにていねいにかかわれる

※発達するということは

「～できる」ことが発達なのではなく、「～しようとする」ことこそが発達

「なりたい自分」「自信のない自分」、二つの間でゆれながら育つこと

（直線でなくジグザグに育っていく）

→大人がそれを理解し受けとめる。「どうなりたい？」「何が不安？」と

大人が子どもの姿を手がかりに見つけていく

発達とは、外側に飾りをつけるのではなく、次への意欲や喜びにつながるものであって

ほしい

１、乳児期の発達で大切にしたいこと－自我の育ちを中心に－

（１）生活習慣の確立に向かう時期

自分でできることが増えてくる→「自信」「外への興味」

喜びを膨らませながら 1つ 1つ身についていく
☆自分で気づいて自分でできる場面をどう大人が作っていくか

（２）意欲の高まり

大人や他児のしていることを自分もやってみたいという気持ちにあふれている

（2歳児の「やってみたい」へ）
↓

でも全部「できる」わけではない（できないこと、させてもらえないこともある）

そこで“もやもや”を経験する子ども→保育者はそれをあそびで実現する方法を考える



（３）自我のめばえ、「自己主張期」

「自分でしようとする意欲の高まり」が、「自分で！」「イヤ！」という自己主張として現

れ始める（「思い」はあっても、「表現」は未発達）

※「イヤ！」の表出が「自我のめばえ」ではない

人からしてもらい決めてもらうことだけでなく、自分のしたい思いが生まれていること

「イヤ！」の裏返し、裏側にあるものとしての「こうしたい！」が

生まれていることが重要

↓

「自分でしたい」気持ちを受けとめ、しようとすることに寄り添いながら、できないとき

に気持ちを収める術も獲得させていく

やりたいのにできないことに出会う 0,1,2歳児が
もやもやの気持ちを切り替えたり収めたりしていくことを学んでいく

そこで子ども達がうまく言えないものを大人がしっかり見つけていく。

（４）他者とのかかわりの中で自我が育つ

①自我が芽生え、育つ環境

話を聞いてくれる

思いを大切にしてくれる

②「つもり」と「つもり」のぶつかり合い

ことばは思いよりゆっくり育つため、

「○○したい」という思いはあるがことばで言えないために

思いがダイレクトにぶつかり合う

ことば以外の方法を用いる（泣く、すねる、かみつき、ひっかきなど）

※思いがことばに追いついていくのは 4歳児といわれている

③ぶつかり合いの中で、子どもに対して思いを読みとって言葉にしていく

ぶつかり合い→仲立ちを受けながら仲直りをする

・解決の方法を学ぶ（「これがしたかった」「○○がよかった」などの思いを整理

して伝えることができるようになるのはもっと後）

・自分に思いがあると同時に、他者にも思いがあることを知り始める

※保育者は仲立ちしながら解決の仕方・数年後の姿のモデルをみせている

２、乳児期に保障したい生活－「わかりやすい生活」から意欲・主体が生まれる

＊乳児にとって「わかりやすい生活」とは？・・・「見通しがもてる」生活



１つ先が分かる「ここに座ったらご飯を食べる」「帽子をかぶったらお外にいく」など

・必要なものが目に入り、不必要なものは目に入らない＝気持ちが向き、気が散りにくい

・生活や行為に流れがある（動線の整理）ぶつぶつ切れない、惑わなくてよいこと

※何も考えなくてもできる のでなく 自分で考えてできる生活

言われてする のでなく 自分で気づいてできる生活

（１）乳児の意思を尊重した生活づくり

乳児期から「意思をもつ主体」として尊重すること

思いに沿った生活づくり

意思の存在 表明する手段の未熟さ

＊意思を読みとり、的確に応えることの重要性

0,１,2 才にかかわる人の専門性は読みとる力 3,4,5 歳児の先生は受け止める力

日本の保育士は共感性高いが、それをきちんとことばにして返してあげているか？

ことばにして返す力が課題（思いにことばをつけていく「こっちがよかったのよね」）

大人のことばを借りて理解する子ども

＊自分からしようと思えるような「その気になれる」環境づくり

生活のつなぎ目（例えばあそびと食事の間など）で不安になるケースよくあるが

子どもが決まっていつも不安になるポイントがあれば見返す

①「やってみたい」という意欲がわき、「できた」という喜びがある生活づくり

やってみたくなる魅力的なものがある／どのようにしたらいいかが見える

「これができるようにしなきゃ」にとらわれることなく子どもの意欲を大切にしているか

②自分で考えて行動できる生活：「わかりやすい」生活

→「保育をしやすい」環境ではなく、子どもの目線と動線を考えた保育環境

※自分でできる手がかりが必要（シール、色分け eｔｃ)

気づいてやろうとする環境

（２）リズムのある規則正しい生活：生活のリズムをつくる

・睡眠の保障と移行

・食事時間と内容

・排泄

※単調な中に楽しいことがあることが大事（安定した中の楽しさ、安定的な繰り返し）

0～２歳児は今リズムを作っている最中の子ども達なので、積み重ねているところに

イレギュラーが入ると簡単に崩れてしまう



生活のリズムを作るためには大人の連携が必要（園の体制）

家庭との連携が前提ではあるが難しいことも…

まずは園の生活を軸として安定させていく

（３）実感・達成感の大切さ ： 「自分で」という気持ち、「できた」という喜び

（４）安心できる他者の見守りの中で・・・まずは保育者が安心できる人になる

獲得は信頼できる他者との関係の中で

他者が見え、他者を感じながら意欲が引き出され、行動が促されるものになっているか

どうか（１つ１つやってみたいことが叶えていける生活）

＊おとなとの信頼関係

→ 周囲への関心、他児への関心

※その子どもの目はどこを向いている？何に挑戦している？そこを一緒に見ていこう

一緒に頑張ってくれる、挑戦を支えてくれる人がいるから頑張れる

できたことをほめるだけでなく頑張っていることをほめる

0,1,2 歳クラスは毎日同じようで実は違う、何気ない毎日をきちんと繰り返されているか？

子ども本人のリズムや力になってるか？

３．発達要求にふさわしい活動の提供－月齢・年齢にあったあそびの重要性

（１）「やってみたい」気持ちを大切に・・・「楽しい」ことを知る大切なスタート

「できた」という経験・・・おとなの援助を受けながら

（２）発達にあった魅力的な対象

許される環境があること・・・禁止や制止をしなくて済む環境づくり

（３）あそぶ楽しさが感じられる＝五感で感じる・楽しむ経験を十分に保障する

・どろんこや砂あそび―「感覚を楽しむこと」から「つくり出すこと」「かかわること」

へ

・身体を動かすあそび―挑戦し、心と身体を解放する

※偶然やったことが楽しければ、次はやってみたいことになる。

「またしたいな」と思えることは大事

（４）「おとなと向かい合って、共感しながらあそぶ」ことから「子ども同士が共感し合え

る経験」へ



・生活経験（自分からかかわり、心を動かされたできごと）から生まれるあそび

・経験の共通項としての物語世界 「びっくりしたね～」「大きいね～」など

子どもたちみんなが心を寄せられる対象と出会わせること

自分と共通点があり、共感できる／なりたい自分を投影したもの

※1歳児の共感…全部同じでなくてもそこに 1つ接点があればいい

一緒だけどちがう ちがうけれど一緒

４．乳児の保育者に求められること（3,4,5 歳児とは少し違う力点）

（１）乳児期の重要性の理解：乳児期に重要なことを、ていねいに積み重ねること

リズムのある規則正しい生活をつくる

主体性・活動性の基礎をつくる

他者との関係の基礎をつくる

↑

６年間を通した子どもの育ちへの見通しをもつ（修了・卒園時にめざす姿、つけたい力）

※ 3,4,5 歳になると集団も大きくなり、大人の手も少なくなる。その時に力が発揮できる

ように、大人の目と手が充分にある 0,1,2 歳児の時期に子どもに力をつける。

（２）気づく力・読み取る力

思いが生まれる・強くなる⇔伝える手段（ことば）は十分に発達していない

＊ことば以外の表現に目や耳を向け、気づく・読み取る力が必要

普段からの様子 ／ 家庭からの情報（子どもといつも一緒にいる人だからこそできる）

思うようにならず叩いてしまった子どもに「たたかないでお口で言おうね」

と言ってきかせること・・・間違ってはいないがまだ口で言えない 0,1,2 歳児には難しい

言えないから叩く

それなら真ん中に途中経由するところをつくる

→「かして」と手を出すとか、「イヤイヤ」の身振りをするなど

他の望ましい方法を示してあげる

なかなか分かりにくい子どもそれぞれの思いやつもりを読みとって、ことばにして返して

いく

（３）思いが出せる、受容・共感される

他者を感じられる生活＝安心できる他者がいる生活

信頼できる他者がいてくれる → 他児への関心に ／ 周囲への関心へ（探索）

０歳児で、特定の他者（おとな）との心地よい関係、「信頼する」ことを獲得



３歳児で、「いっしょにいたら・したら楽しい」子ども同士のかかわりをつくる

つなぐ重要な時期

（４）育てる視点－ふくらませ、広げる力、ことばにして返す力

乳児期の行動や思い→その後の発達へつなげる

ことばにならないものをことばへ

探索活動を知的好奇心へ

うれしい気持ちを表現へ など

※これからことばが育っていく子どもたちにしっかり見せていく

必要なことばをきちんと発してみせる

（５）つなぐ力

子ども同士／子どもと環境／保護者と子ども／保護者同士

楽しい世界に導いていくのが保育者

保護者の“はじめて”も含めてよいスタートがきれること

口頭、お便りなど、親子のコミニケーションを促す

配慮の必要なお子さんと専門機関をつなぐ

地域子育て支援拠点に親子をつなぐ

対人関係能力が必要


